
解答.
x2 − y2 = (x− y)(x+ y)であり, 各整数の組 (a, b)に対し, a, bの偶奇が同じ

なら x− y = aかつ x+ y = bをみたす整数 x, yの組がちょうど 1つ存在し,

a, bの偶奇が異なればそのような整数 x, yの組は存在しない. よって,
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である. ここで,
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とおくと, 対称性より h1(n) = h2(n)だから,
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